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イ
ブ
カ
シ

・
イ
ブ
カ
ル
の
語
誌

士
口

田

光

1告

は
じ
め
に

つ
と
め
て
丈
あ
り
「
夜
更
け
に
け
れ
ば
心
地
い
と
な
や
ま
し
く
て
な
ん
。
い
か
に
ぞ
0

・
：
中
略
・
：
」
な
ど
ぞ
あ
め
る
。
な
に
か
は
、
か

ば
か
り
ぞ
か
し
と
思
ひ
離
る
る
も
の
か
ら
物
忌
み
は
て
ん
日
、
ゆ
ふ
か
し
き
心
地
ぞ
そ
ひ
で
お
ぼ
ゆ
る
に
、

か
げ
ろ
ふ
日
記

中

天
禄
二
年
六
月
）

こ
こ
は
、
鳴
滝
参
龍
か
ら
強
引
に
連
れ
戻
さ
れ
た
直
後
の
筆
者
（
道
綱
母
）
が
、
夫
（
兼
家
）
か
ら
丈
を
受
け
取
り
、
そ
の
折
の
心
の
動
き

が
一
不
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
意
地
を
張
り
通
し
た
た
め
危
う
く
尼
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
筆
者
は
、
こ
の
後
「
雨
蛙
」

の
異
名
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
日
記
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
一
つ
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
場
面
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
特
殊
な
語
形
の

形
容
調
ユ
フ
カ
シ
キ
が
筆
者
の
心
情
を
表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
の
最
善
本
と
さ
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
は
じ
め
、
現
存
す
る
主
だ
っ
た
諸
本
に
は
異
同
が
な
く
、
い

ず
れ
も
「
ゆ
ふ
か
し
き
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
の
諸
注
釈
で
は
、
イ
ブ
カ
シ
キ
に
改
め
ら
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
語
誌

四
七



四
J¥ 

る
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
こ
に
現
れ
た
ユ
フ
カ
シ
を
含
め
て
、
イ
ブ
カ
シ
と
ま
た
そ
の
動
調
形
イ
ブ
カ
ル
に
つ
い
て
、
そ
の
語
形
と
語
義
の
問

題
に
つ
い
て
、
検
討
を
試
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
上
代
語
形
に
つ
い
て

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
に
つ
い
て
、
現
行
の
国
語
辞
典
・
古
語
辞
典
の
記
述
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
幾
つ
か
の
対
立
す
る
点
が
見
ら

れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
小
学
館
古
語
大
辞
典
（
昭
和
五
八
年
・
第
一
版
）
』
（
以
下
、
『
小
学
館
古
語
』
）

で
は
、
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル

の
イ
ブ
に
つ
い
て
、
「
い
ぶ
せ
し
」
の
項
に
、
「
『
い
ぶ
か
し
』
『
い
ぶ
か
る
』
と

（
イ
ブ
セ
シ
は
一
筆
者
注
）
同
根
。
「
い
ぶ
」
は
不
分
明
で
晴
れ

な
い
さ
ま
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

一
方
、
「
角
川
古
語
大
辞
典
（
昭
和
五
七
年
・
初
版
）
』
（
以
下
、
『
角
川
古
語
」
）

で
は
、
同
じ
く
「
い
ぶ

せ
し
」
の
項
に
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
と
イ
ブ
セ
シ
と
の
同
根
関
係
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
イ
ブ
セ
シ
は
一
筆
者
注
）
「
い
ふ
か
し
」
「
い
ふ
か
る
」
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
も
と
、
「
フ
」
が
清
音

で
あ
る
か
ら
、
元
来
は
無
関
係
で
あ
ろ
う
。

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
と
イ
ブ
セ
シ
の
同
根
説
を
明
ら
か
に
「
無
関
係
」
と
し
て
否
定
す
る
辞
書
は
、
『
角
川
古
語
』
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

が
、
「
上
代
で
は
イ
ブ
カ
シ
の
第
一
一
音
節
が
清
音
」
と
す
る
記
述
の
見
え
る
辞
書
は
多
く
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
昭
和
四
八
年
・
第
一
版
）
」
（
以

下
、
『
日
国
」
）
・
『
岩
波
古
語
辞
典
（
平
成
二
年
・
補
訂
版
）
』
（
以
下
、
『
岩
波
古
語
』
）
・
「
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
（
昭
和
田
二
年
版
）
』
（
以

下
、
『
上
代
編
』
）
な
ど
の
他
に
、
先
に
挙
げ
た
『
小
学
館
古
語
』
で
も
「
イ
ブ
カ
シ
」
の
項
に
お
い
て
は
そ
の
記
述
が
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

お
お
む
ね
現
行
の
辞
書
に
は
、
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
第
二
音
節
は
、
上
代
に
は
清
音
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
を
支
持
す
る
記
述
が
見
出
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
上
代
語
辞
典
（
昭
和
四
二
年
版
）
』

で
は
、
第
二
音
節
が
濁
音
の
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
を
見
出
し
語
と
し
て
採
用



し
て
お
り
、
そ
の
記
述
部
分
に
も
第
二
音
節
に
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
な
お
、
こ
こ
で
確
認
し
て

お
く
必
要
は
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

清
濁
の
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
の
対
象
と
す
べ
き
用
例
は
、
か
な
り
限
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
『
万
葉
集
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
仮

名
表
記
に
よ
る
イ
フ
カ
シ
・
イ
フ
カ
ル
の
例
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。

相
見
ず
て
日
長
く
な
り
ぬ
こ
の
こ
ろ
は
い
か
に
好
去
く
や
イ
フ
カ
シ
（
言
借
）
吾
妹

I
I
B
i
l
l
i－
－

B
I
l
l
i－
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

い
に
し
え
ひ
と

眉
根
掻
き
下
イ
フ
カ
シ
ミ
（
号
一
口
借
見
）
思
へ
る
に
古
人
を
相
見
つ
る
か
も

さ
や

i
l！
l
i
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l

筑
波
嶺
を
清
に
照
ら
し
て
イ
フ
カ
リ
シ
（
言
借
石
）
国
の
ま
ほ
ら
を
：
：
：

（
巻
第
四

六
四
八
）

（
巻
第
十
一

二
六
一
四
）

（
巻
第
九

一
七
五
三
）

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
一
字
二
音
の
仮
名
で
「
雪
口
借
」
と
表
記
さ
れ
る
例
が
三
例
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
他
に
、
こ
の
巻
第
十
一
の
歌
に
は
「
一

書
歌
日
」
と
あ
り
、

一
字
一
音
仮
名
で
イ
フ
カ
シ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

眉
根
掻
き
下
イ
フ
カ
シ
ミ
（
伊
布
可
之
美
）
思
へ
り
し
妹
が
姿
を
今
日
見
つ
る
か
も

（
巻
第
十
一

二
六
一
四
）

同
様
に
一
字
一
音
仮
名
の
イ
フ
カ
シ
の
例
は
、
も
う
一
例
見
出
さ
れ
る
。

相
見
ま
く
欲
り
す
れ
ば
こ
そ
君
よ
り
も
わ
れ
そ
ま
さ
り
て
イ
フ
カ
シ
ミ
（
伊
布
可
思
美
）
す
れ

（
巻
第
十
二

コ二

O
六）

こ
の
よ
う
に
、
第
二
音
節
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
清
音
の
仮
名
「
言
（
イ
フ
）
」
「
布
（
フ
）
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
濁
音
仮
名
の
倒
は
見
当
た

ら
な
い
。
『
上
代
語
辞
典
』
で
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
『
万
葉
集
』
の
他
に
『
日
本
書
紀
」
の
次
の
例
を
引
い
て
い
る
が
、
仮
名
表
記
の
例
で
は
な
く
、
こ

こ
に
見
ら
れ
る
「
未
審
」
が
厳
密
に
イ
フ
カ
シ
で
は
な
く
イ
ブ
カ
シ
と
読
ま
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

カ
ク
イ
ヘ
ト
モ

I
l
l
l－

臣
等
以
－
一
今
年
正
月
ヲ
一
到
コ
ト
、
如
此
普
而
未
審
、
来
不
也

（
日
本
書
紀

ま
た
、
「
万
葉
集
』
の
注
釈
史
上
に
お
い
て
「
在
千
潟
あ
り
慰
め
て
行
か
め
ど
も
家
な
る
妹
い
欝
惜
せ
む
」
（
万
葉
集

（注
l
）

こ
に
見
ら
れ
る
「
欝
恒
」
に
つ
い
て
も
、
イ
プ
カ
シ
ミ
の
訓
を
宛
て
る
読
み
方
も
行
わ
れ
て
来
た
が
、
［
欝
悟
」
は
オ
ホ
ホ
シ
（
オ
ボ
ボ
シ
）

巻
十
九

欽
明
天
皇
十
五
年
甲
成
）

巻
第
十
二

二
一
’
六

イ
プ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
語
誌

一
四
九



一
五
O

あ
る
い
は
イ
ブ
セ
シ
の
訓
が
宛
て
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
上
記
の
場
合
と
同
様
の
理
由
で
、
こ
れ
を
イ
ブ
カ
シ
の
確
例
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
第
二
音
節
に
濁
音
仮
名
を
用
い
た
例
が
見
出
さ
れ
な
い
限
り
、
『
角
川
古
一
詰
』
の
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ブ
セ
シ

の
イ
ブ
と
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
イ
ブ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
、
そ
の
関
係
を
否
定
し
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ブ
カ
シ
・
イ

ブ
カ
ル
の
第
二
音
節
は
、
多
く
の
辞
書
が
認
め
る
よ
う
に
清
音
フ
で
あ
り
、
上
代
は
イ
フ
カ
シ
・
イ
フ
カ
ル
の
語
形
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が

穏
当
で
あ
ろ
う
。

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
異
形
態
に
つ
い
て

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
を
巡
る
語
形
上
の
問
題
と
し
て
、
次
に
検
討
し
て
お
く
べ
き
事
柄
は
、
官
頭
に
掲
げ
た
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
の
ユ
フ

カ
シ
キ
の
例
で
あ
る

（
冒
頭
例
参
照
）
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
現
存
す
る
主
だ
っ
た
諸
本
に
は
異
同
が
な
く
、

い
ず
れ

も
「
ゆ
ふ
か
し
き
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
近
代
以
降
の
諸
注
釈
に
お
い
て
、
「
底
本
「
ゆ
ふ
』
は
誤
」
（
「
全
講

騎
蛤
日
記
』
三
O
O
頁
）
と
す
る
立
場
と
「
底
本
『
ゆ
ふ
か
し
き
」
は
誤
写
で
な
く
、
誤
読
に
よ
る
仮
名
遣
い
で
あ
ろ
う
」
（
『
婿
蛤
日
記
全
注

釈
」
四
七
九
頁
）
と
す
る
立
場
が
見
ら
れ
、
い
ず
れ
の
立
場
に
せ
よ
語
頭
が
ユ
と
表
記
さ
れ
た
の
は
、
何
ら
か
の
誤
り
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
例
以
外
に
も
、
同
様
に
ユ
フ
カ
シ
あ
る
い
は
ユ
フ
カ
ル
の
例
が
他
の
資
料
に
見
出
さ

れ
る
場
合
に
は
、
単
な
る
誤
り
と
し
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
別
の
現
象
の
萌
芽
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

（注
2）

そ
の
一
例
と
し
て
、
時
代
は
降
る
が
鎌
倉
期
の
加
点
と
推
定
さ
れ
る
訓
点
資
料
で
は
、
次
の
よ
う
に
動
調
形
ユ
フ
カ
ル
が
見
出
さ
れ
る
。

ユ
フ
カ
ル

翠
煙
ニ
タ
龍
メ
テ
詩
一
鐘
香
於
不
ル
ニ
レ
止
メ

（
金
沢
文
庫
本
「
本
朝
文
粋
』
巻
第
一
・
織
女
石
賦
）

こ
の
よ
う
に
、
動
調
形
イ
ブ
カ
ル
が
現
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
ユ
フ
カ
ル
が
現
れ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
」
に
見
ら
れ
る
ユ
フ
カ

シ
の
語
形
を
、
単
な
る
誤
り
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
音
韻
上
の
変
化
が
表
記
の
上
に
現
れ
た
も
の



と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
イ
と
ユ
の
音
の
近
似
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

ユ
フ

フ

カ
lレ

ユ
フ

（プ）

カ
シ
の
語
形
は
、
そ
の
後
の
文
学
関
係
の
資
料
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
『
色
葉
字
類
抄
』
『
類
緊
名
義
抄
』
、
さ
ら
に
『
日
葡

辞
書
』
に
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
世
の
節
用
集
を
中
心
と
す
る
古
辞
書
に
は
、
そ
の
語
形
の
痕
一
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

ユ
プ
カ
ル

例
え
ば
、
明
応
五
年
本
『
節
用
集
』
に
は
、
濁
点
を
付
し
た
動
詞
形
「
詩
」
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
、
図
書
寮
零
本
『
節
用
集
』
に
も

ユ
ブ
カ
シ

同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
、
黒
本
本
『
節
用
集
』
に
は
、
形
容
調
形
「
詩
」
と
読
め
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
他
の
多
く
の
節
用
集
で
は
、

「
詩
」
字
に
対
し
て
、
主
に
動
詞
形
イ
ブ
カ
ル
の
傍
訓
を
、
ま
た
、
「
不
審
」
あ
る
い
は
「
未
審
」
に
対
し
て
形
容
詞
形
イ
ブ
カ
シ
の
傍
訓
が
用

イ
プ
カ
ン

い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
シ
は
ル
の
誤
写
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
易
林
本
で
は
「
詩
」
と
形
容
調
形
が
記
さ
れ
て

お
り
、

や
は
り
形
容
調
形
も
「
一
訪
L

の
傍
訓
と
し
て
ま
れ
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
弘
治
二
年
本
『
節
用
集
』
に
は
、
イ

イ

プ

カ

ル

ユ

ブ

カ

ル

の
項
に
「
詩
」
、
ユ
の
項
に
は
「
－
詩
」
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ブ
カ
ル
あ
る
い
は
ユ
ブ
カ
シ
と
い
う
語
形
は
、
誤
写
や
誤
読
で
は

な
く
、
確
か
に
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

」
の
他
に
も
、

一
六
世
紀
中
頃
に
成
立
し
た
明
の
鄭
舜
功
に
よ
る
日
本
紹
介
の
書
『
日
本
一
鑑
』
の
「
窮
河
話
海
」
巻
之
五
「
寄
証
巴
に
「
詩

右
付
佳
路
」
と
あ
り
、
当
時
ユ
フ
カ
ル
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

た
だ
し
、
節
用
集
の
傍
訓
と
し
て
の
採
用
状
況
を
み
る
と
動
詞
形
で
は
「
一
語
」
に
ユ
ブ
カ
ル
が
比
較
的
多
く
見
出
せ
る
も
の
の
、
や
は
り
形

容
調
形
に
つ
い
て
は
ユ
ブ
カ
シ
よ
り
も
イ
ブ
カ
シ
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
り
、

ユ
ブ
カ
シ
・
ユ
ブ
カ
ル
は
、
標
準
的
な
語
形
と
し
て
は
用
い
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
使
用
状
況
を
総
合
し
て
考
え
る
と
ユ
ブ
カ
シ
・
ユ
ブ
カ
ル
は
、
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
「
ゆ

れ
」
と
し
て
、
少
な
く
と
も
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
現
れ
た
語
形
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
語
誌

五



五

第
二
音
節
濁
音
化
の
時
期
に
つ
い
て

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
上
代
語
形
は
、
イ
フ
カ
シ
・
イ
フ
カ
ル
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
第
二
音
節
は
、

中
古
以
降
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
濁
音
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過
程
を
跡
づ
け
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
辞
書
の
記
述
で
あ
る
。

例
え
ば
、
観
智
院
本
『
類
取
県
名
義
抄
」
に
は
「
冴
」
に
濁
声
点
の
付
さ
れ
た
形
容
詞
形
イ
ブ
カ
シ
、
ま
た
、
「
一
訪
」
に
は
同
じ
く
濁
声
点
の
あ
る

動
調
形
イ
ブ
カ
ル
と
形
容
詞
形
イ
ブ
カ
シ
、
「
調
」
に
は
濁
声
点
の
な
い
イ
フ
カ
ル
、
「
不
審
」
「
未
審
」
に
イ
フ
カ
シ
、
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
、

動
調
形
・
形
容
調
形
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
濁
声
点
の
付
く
も
の
と
付
か
な
い
も
の
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
小
学
館
古
語
」
の
イ
ブ
カ
シ
の

項
に
は
、
「
類
取
県
名
義
抄
で
は
、

フ
に
濁
声
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
中
古
末
期
に
『
い
ぶ
か
し
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
い
ぶ
か
る
』
の
場
合
と
同

様
で
あ
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
は
、
動
詞
形
・
形
容
調
形
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
濁
声
点

の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
示
さ
れ
て
お
り
、
濁
音
化
の
完
了
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
は
、
中
古
に
第
二
音
節
が
濁
音
の
語
形
と
清
音
の
語
形
が
あ
り
得
た
こ
と
の
傍
証
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

イ

ブ

カ

ン

イ

ブ

カ

y
シ

イ

ブ

カ

ル

一
方
、
時
代
は
降
る
が
、
節
用
集
に
は
『
伊
京
集
」
お
よ
び
鰻
頭
屋
本
『
節
用
集
』
に
「
未
審
」
、
文
明
本
『
節
用
集
』
に
「
未
審
又
不
審
」

イ
プ
カ
ル

（
イ
ブ
カ
ツ
シ
は
誤
写
か
一
筆
者
注
）
・
「
詩
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
節
用
集
の
原
本
に
は
濁
音
語
形
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

ま
た
、
『
日
葡
辞
書
』
に
は

g
z
B
H
C
－

F
忠
良

5
・
F
R
E
Uの
記
述
が
見
ら
れ
、
遅
く
と
も
中
世
の
中
頃
あ
る
い
は
末
に
は
、
現
代
語
と
同
様
、

濁
音
語
形
の
み
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
以
上
の
辞
書
の
記
述
か
ら
、
イ
フ
カ
シ
・
イ
フ
カ
ル
の
第
二
音
節
濁
音
化
の
時
期
に
つ
い
て
は
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
完

了
し
た
と
い
う
お
お
ま
か
な
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
フ
カ
シ
か
ら
イ
ブ
カ
シ
へ
の
濁
音
化
の
完
了
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
語
中
の
ハ
行
音
に
関
す
る
問
題
で
も
あ
る
た
め
、



も
う
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、

ハ
行
転
呼
が
一
般
化
す
る
時
期
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ハ
行

転
呼
に
関
し
て
は
、
既
に
奈
良
時
代
か
ら
そ
の
兆
候
が
観
察
さ
れ
る
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
に
広
い
範
囲
に
及
ん
だ
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

仮
に
イ
フ
カ
シ
の
第
二
音
節
フ
の
濁
音
化
が
ハ
行
転
呼
の
影
響
が
及
ぶ
時
期
よ
り
も
遅
か
っ
た
と
す
る
と
、
イ
フ
カ
シ
は
イ
ウ
カ
シ
あ
る
い

は
ユ

i
カ
シ
に
近
い
音
と
し
て
発
音
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
音
に
該
当
す
る
表
記
が
資
料
中
に
見
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
先
に
掲
げ
た
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
の
ユ
フ
カ
シ
キ
を
、
そ
の
よ
う
な
ハ
行
転
呼
の
影
響
を
受
け
た
イ
フ
カ
シ
で
あ
る
と
す
る
見
方

も
成
り
立
ち
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
代
語
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
語
形
は
、
イ
フ
カ
シ
か
ら
ユ

l
カ
シ
を
経
て
成
立

し
た
と
い
う
き
わ
め
て
不
合
理
な
経
過
を
た
ど
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
中
世
以
降
の
資
料
に
語
頭
が
ユ
で
第
二
音
節
に
濁
音
表
記
の
あ
る

ユ
ブ
カ
ル
・
ユ
ブ
カ
シ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
説
明
が
つ
か
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
フ
カ
ル
・
イ
フ
カ
シ
の
第
二
音
節

フ
の
濁
音
化
は
、

ハ
行
転
呼
の
影
響
が
及
ぶ
前
に
完
了
し
て
お
り
、
そ
の
洗
礼
を
受
け
な
か
っ
た
と
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

そ
の
ハ
行
転
呼
の
一
般
化
の
時
期
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
よ
そ
中
古
の
末
期
に
は
か
な
り
広
い
語
に
及
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
基
準
と
し
て
、
強
い
て
イ
フ
カ
シ
が
イ
ブ
カ
シ
へ
と
濁
音
化
を
完
了
し
た
時
期
を
求
め
る
と
、
そ
の
時
期
は
、
遅
く
と

も
中
古
の
末
期
に
至
る
よ
り
前
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
の
ユ
フ
カ
シ
キ
は
、
第
二
音
節
濁
音
化
に
は
直
接
関
係
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
語
頭
イ
と
ユ
の

否
か
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

近
似
性
か
ら
生
じ
た
「
ゆ
れ
」
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作
品
の
成
立
時
に
第
二
音
節
は
濁
音
化
さ
れ
て
い
た
か

ユ
フ
カ
ル

一
方
、
鎌
倉
期
に
加
点
さ
れ
た
金
津
文
庫
本
『
本
朝
文
粋
』
の
「
訪
」
に

つ
い
て
は
、
既
に
そ
の
時
期
に
第
二
音
節
の
濁
音
化
は
完
了
し
て
い
た
も
の
の
、
濁
音
符
が
表
記
さ
れ
な
か
っ
た
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ユ
プ
カ
ル
ユ
プ
カ
ン

ま
た
、
そ
れ
以
降
の
資
料
で
あ
る
節
用
集
の
諸
本
に
第
二
音
節
に
濁
音
符
の
あ
る
「
詩
」
「
詩
」
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
説
明
も
可
能

と
な
る
。

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
語
誌

五



五
四

以
上
の
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
に
つ
い
て
、
語
形
に
関
す
る
問
題
を
ま
と
め
る
と
、
す
で
に
多
く
の
現
行
辞
書
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
上
代
は
清
音
語
形
イ
フ
カ
シ
・
イ
フ
カ
ル
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
古
で
は
、
第
一
一
音
節
の
濁
音
化
が
始
ま
っ
た

が
、
ハ
行
転
呼
の
影
響
が
及
ぶ
前
（
遅
く
と
も
中
古
末
期
に
入
る
前
と
思
わ
れ
る
）
に
は
濁
音
化
を
完
了
し
て
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
語
形

に
な
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
中
古
中
期
に
は
、
イ
フ
（
ブ
）
カ
シ
・
イ
フ
（
ブ
）
カ
ル
の
ゆ
れ
と
し
て
生
じ
た
語
形
ユ
フ
（
ブ
）

カ
シ
・
ユ
フ

（ブ）

カ
ル
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
標
準
的
な
語
形
と
し
て
の
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
地
位
を
脅
か
す
こ
と
な
く
後
代

に
至
る
ま
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
語
義
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
を
巡
る
語
義
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

語
義
の
面
か
ら
イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
そ
こ
に
は
現
行
辞
書
の
記
述
に
異
な
り
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例

え
ば
、
形
容
詞
形
イ
ブ
カ
シ
に
つ
い
て
、
『
日
国
』

で
は
、
「
物
事
の
不
明
で
、
は
っ
き
り
し
な
い
状
態
を
、
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
表
す
」
（
イ
ブ
カ
シ
イ
の
項
目
）
と
記
述
さ
れ
、
次
の
二
つ
の
意
味
区
分
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

①
物
事
が
不
明
で
気
が
か
り
だ
。
不
明
な
点
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
見
た
い
。
聞
き
た
い
。

②
疑
わ
し
い
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
不
審
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
『
角
川
古
語
』
で
は
、
「
不
明
・
不
審
の
も
の
に
対
す
る
疑
い
の
感
情
を
表
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
い
、
知
り
た
い
、

意
に
も
な
る
」
と
さ
れ
、
『
日
国
」
と
は
順
序
が
逆
に
な
る
が
、
同
様
に
「
不
明
だ
。
不
審
だ
。
気
が
か
り
だ
」
と
す
る
意
と
「
お
ぼ
つ
か
な
く

ゆ
か
し
い
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
明
ら
か
に
し
た
く
思
う
心
の
さ
ま
。
知
り
た
い
。
気
が
引
か
れ
る
」
意
と
の
二
つ
の
意
味
区
分
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
『
日
国
』
「
角
川
古
語
』
い
ず
れ
も
物
事
の
不
明
で
あ
る
と
い
う
状
態
表
現
を
軸
に
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
心
情



を
表
す
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
岩
波
古
認
巴
で
は
五
つ
の
意
味
区
分
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
『
日
固
』
『
角
川
古
語
』
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
語
義
が
、
お
の
お
の
細
分
化
さ
れ
た
形
で
示
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
そ
れ
ら
に
一
致
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
小
学
館
古
語
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
語
義
の
他
に
情
意
表
現
で
あ
る
「
心
が
晴
れ
な
い
。
胸
が
ふ
さ
が
る
」
意
が
示
さ
れ
て

お
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
『
小
学
館
古
語
』
で
は
、
こ
の
語
義
の
用
例
と
し
て
、
冒
頭
に
示
し
た
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
の
一
例
を
引
い
て
い

る
（
冒
頭
例
参
照
）
。
冒
頭
例
の
場
面
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鳴
滝
参
龍
か
ら
連
れ
戻
さ
れ
た
直
後
の
、
筆
者
の
夫
に
対
す
る
心
の
動
き
が

示
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
た
ユ
フ
カ
シ
が
筆
者
の
心
楽
し
ま
な
い
心
情
を
表
す
も
の
と
し
て
解
釈
で
き
そ
う

に
も
見
え
る
が
、
直
前
に
「
な
に
か
は
、
か
ば
か
り
ぞ
か
し
と
思
ひ
離
る
る
も
の
か
ら
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

ユ
フ
カ
シ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
思
ひ
離
る
る
」
心
情
と
交
錯
し
、
対
立
す
る
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
「
そ
れ
で
も

や
は
り
（
訪
れ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
と
す
る
期
待
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
方
が
適
切
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
用
い
ら

れ
た
ユ
フ
カ
シ
は
、
「
（
来
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
）
気
が
か
り
に
思
う
心
情
」
を
表
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ

の
用
例
は
「
心
が
晴
れ
な
い
。
胸
が
ふ
さ
が
る
」
意
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
小
学
館
古
語
』
の
「
心
が
晴
れ
な
い
。
胸
が
ふ
さ
が
る
」
意
に
は
、
こ
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
語
義
が
意
味
区

分
と
し
て
設
け
ら
れ
た
、
そ
の
背
景
に
は
、
先
に
も
挙
げ
た
『
万
葉
集
』
の
「
在
干
潟
あ
り
慰
め
て
行
か
め
ど
も
家
な
る
妹
い
欝
恒
せ
む
」
（
巻

第
十

三
一
六
こ
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
欝
恒
」
に
イ
ブ
カ
シ
ミ
の
訓
を
宛
て
て
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
注
釈
史
上
の
経
緯
に
も

関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
欝
恒
」
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
諸
注
釈
書
に
お
い
て
オ
ホ

ホ
シ
（
オ
ボ
ボ
シ
）
あ
る
い
は
イ
ブ
セ
シ
の
訓
が
宛
て
ら
れ
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
れ
を
イ
ブ
カ
シ
の
確
例
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
『
小

学
館
古
語
』
に
お
い
て
も
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
の
例
を
用
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
例
も
上
記
の
通

り
、
こ
の
意
味
区
分
の
例
と
し
て
は
適
当
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
他
に
も
こ
の
語
義
に
該
当
す
る
例
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
現
段
階
に
お
い
て
、
「
心
が
晴
れ
な
い
。
胸
が
ふ
さ
が
る
」
意
は
、
イ
ブ
カ
シ
の
語
義
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

イ
ブ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
語
誌

一
五
五
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一
方
、
動
調
形
イ
フ
カ
ル
に
は
、

い
ず
れ
の
辞
書
に
も
形
容
調
形
の
語
義
に
対
応
す
る
「
様
子
が
不
明
で
あ
る
の
で
知
り
た
い
と
思
う
」
意

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
「
い
き
ど
お
る
・
怒
り
狂
う
」
意
を
示
す
辞
書
と
そ
の
語
義
に
関
す
る
記
述
の
見
ら
れ
な
い
辞
書
が
あ
る
。

仮
に
こ
の
語
義
が
動
詞
形
イ
フ
カ
ル
に
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
形
容
詞
形
イ
フ
カ
シ
に
も
同
様
に
強
い
情
意
を
示
す
語
義
が
含
ま
れ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
語
義
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
辞
書
に
は
、
『
上
代
編
』
『
日
国
』
『
小
学
館
古
語
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

一
方
、
「
上
代
語

辞
典
』
『
岩
波
古
語
』
『
角
川
古
語
』
に
は
、
こ
の
語
義
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
こ
こ
に
も
現
行
の
辞
書
の
記
述
に
「
対
立
」
と
思
わ
れ

る
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
三
種
（
『
上
代
編
」
『
日
国
』
『
小
学
館
古
語
』
）

の
辞
書
は
、

い
ず
れ
も
そ
の
用
例
と
し
て
神
道
五
部
書
の
一
つ
で
あ
る
『
倭
姫
命
世
記
』

の
次
の
例
を
引
い
て
お
り
、
こ
れ
以
外
の
用
例
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

神
倭
日
本
磐
余
彦
天
皇
御
字
、
悪
神
伊
不
迦
理
豆
、
人
民
亡
、
火
気
発
起
而
、
天
下
安
レ
不
。

『
上
代
編
」
で
は
、
こ
の
語
義
に
つ
い
て
、
「
考
」
の
項
目
に
「
お
そ
ら
く
息
吹
く
の
再
活
用
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
が
原
義
に
近
い
か
」
と
記
さ

れ
、
同
様
の
記
述
は
『
小
学
館
古
語
」
に
も
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
倭
姫
命
世
記
』
は
、
古
代
に
仮
託
し
て
鎌
倉
中
期
に
撰
作
さ
れ

た
資
料
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
古
代
語
の
資
料
と
し
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
用
例
の
直
前
に

は
続
群
書
類
従
本
・
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
一
書
日
」
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
用
例
が
先
行
す
る
資
料
の
引
用
部
分

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
料
が
撰
作
さ
れ
た
鎌
倉
期
の
言
語
資
料
と
し
て
み
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ

し
、
そ
こ
に
な
ぜ
「
イ
フ
カ
ル
」
が
用
い
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
は
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
な
お
検
討
の
余
地
は
残
る
の
で
あ
る
が
、

管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
例
以
外
に
こ
の
語
義
に
直
接
つ
な
が
る
動
詞
イ
フ
カ
ル
の
も
の
は
、
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
形
容
詞
形
イ
フ
カ
シ
に

つ
い
て
も
こ
の
語
義
に
関
係
す
る
例
は
、
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
の
場
合
に
し
て
も
、
「
い
き
ど
お
る
・
怒
り

狂
う
」
意
を
こ
の
用
例
の
み
か
ら
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
外
に
、
適
切
な
用
例
が
現
れ
な
い



限
り
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
動
調
形
イ
フ
カ
ル
に
強
い
情
意
を
表
す
「
い
き
ど
お
る
・
怒
り
狂
う
」
意
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
イ
プ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
語
形
お
よ
び
語
義
の
面
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
た
。
そ
こ
か
ら
、
イ
プ
カ
シ
・

イ
プ
カ
ル
は
、
上
代
に
は
第
二
音
節
が
清
音
の
イ
フ
カ
シ
・
イ
フ
カ
ル
で
あ
っ
た
が
、
①
ハ
行
転
呼
が
一
般
化
す
る
前
に
濁
音
化
を
完
了
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
②
ユ
フ
（
プ
）
カ
シ
・
ユ
フ
（
ブ
）

カ
ル
の
語
形
が
イ
フ
（
ブ
）

カ
シ
・
イ
フ
（
ブ
）
カ
ル
の
「
ゆ
れ
」
と
し
て

用
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
語
義
の
面
に
つ
い
て
は
、
③
イ
フ
カ
シ
に
は
「
心
が
晴
れ
な
い
。
胸
が
ふ
さ
が
る
」
意
、

イ
フ
カ
ル
に
は
「
い
き
ど
お
る
・
怒
り
狂
う
」
意
を
認
め
る
辞
書
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
の
記
述
に
は
問
題
が
あ
り
、
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
、
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

結
果
的
に
、
語
史
な
ら
ぬ
語
誌
と
し
て
御
批
正
を
問
う
次
第
で
あ
る
。

注注
2 1 

例
え
ば
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
万
葉
集
』
で
は
、
こ
こ
の
巻
第
十
二
・
コ
ヱ
ハ
六
一
歌
の
「
欝
恨
」
に
オ
ボ
ボ
シ
ミ
の
訓
を
宛
て
て
い
る
。

金
津
文
庫
本
『
本
朝
文
粋
』
で
は
、
こ
の
他
に
二
箇
所
「
詩
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
傍
訓
は
「
イ
フ
カ
シ
」
「
イ
フ
カ
ル
」
と
な
っ
て
お
り
、

語
頭
が
ユ
の
語
形
と
イ
の
語
形
が
同
一
資
料
中
に
混
用
さ
れ
て
い
る
状
態
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

＊
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
神
奈
川
県
立
金
津
文
庫
の
職
員
の
方
々
に
は
、
資
料
調
査
の
面
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

イ
プ
カ
シ
・
イ
ブ
カ
ル
の
語
誌

一
五
七
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（
主
要
参
考
文
献
）

高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
編
『
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
』
昭
和
三
一
一
・
岩
波
書
店

喜
多
義
勇
『
全
講
崎
蛤
日
記
』
昭
和
三
六
年
・
歪
文
堂

中
田
祝
夫
編
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
昭
和
三
九
・
風
間
書
房

柿
本
奨
「
蛸
蛤
日
記
全
注
釈
』
昭
和
四
一
年
・
角
川
書
店

国
史
大
系
編
修
会
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
日
本
書
紀
（
前
編
・
後
編
）
』
昭
和
四
了
四
三
・
吉
川
弘
文
館

中
間
祝
夫
編
『
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
昭
和
四
三
・
風
間
書
房

中
田
祝
夫
編
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
ぴ
に
索
引
』
昭
和
四
五
・
風
間
書
房

正
宗
敦
夫
校
訂
『
類
衆
名
義
抄
』
昭
和
四
五
年
・
風
間
書
房

中
田
祝
夫
編
『
中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
昭
和
四
六
・
風
間
書
房

大
友
信
一
・
木
村
展
編
『
日
本
一
鑑
本
文
と
索
引
』
昭
和
四
九
年
・
笠
間
書
院

中
田
祝
夫
編
『
印
度
本
節
用
集
和
漢
通
用
集
他
三
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
昭
和
五
五
年
・
勉
誠
社

土
井
忠
生
編
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
昭
和
五
五
年
・
岩
波
書
店

佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
編
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』
昭
和
五
六
・
風
間
書
房


